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データ解析例（教師なし学習）
※バージョン情報
Python: 3.7.3, pandas: 0.24.2, scikit-learn: 0.20.3
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Pythonとは
可読性の⾼いプログラミング⾔語でデータ分析で有⽤なライブラリや開
発環境が提供されています．

• 豊富なライブラリ群
数値計算：NumPy, SciPy
グラフ描画：Matplotlib, seaborn, Bokeh
データ処理：Pandas
機械学習：scikit-learn, gensim
深層学習：TensorFlow, PyTorch

• Jupyter Notebook
Pythonのインタラクティブな開発環境．
⼀連のデータ分析過程を簡単に編集・保存出来，再利⽤性も⾼く
データ分析結果の共有に有⽤です．
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データ分析プロセス例
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卸売業者の顧客データ分析
データの取得先：
https://archive.ics.uci.edu/ml/datasets/Wholesale+customers

データには以下の情報が含まれます．
この分析ではデータの性質をクラスタリングで調べます．
• Fresh : ⽣鮮品の年間⽀出額
• Milk : 乳製品の年間⽀出額
• Grocery : ⾷料雑貨の年間⽀出額
• Frozen : 冷凍⾷品の年間⽀出額
• Detergents_Paper : 衛⽣⽤品と紙類の年間⽀出額
• Delicassen : 惣菜の年間⽀出額
• Channel : 販売チャネル(1=Horeca (ホテル等), 2=個⼈向け⼩売)
• Region : 各顧客の地域 (1=リスボン市, 2=ポルト市, 3=その他)

Python, Jupyter Notebookを⽤いたデータ分析を体験してみましょう．
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データの確認
Python + Jupyter notebookでデータの読み込みと中⾝の確認をします．
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データの前処理
データの型と⽋損を確認します．

⽋損値は無いようです．
カテゴリ変数の列は今回の分析には⽤いず消去します．
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データの概要の確認
基本的な統計量等を確認します．
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K-平均法によるクラスタリング
エルボー法で適切なKを決定します．

K=5のあたりが適当そうです．
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K-平均法によるクラスタリング
K=5で再度K-平均法を学習します．
学習結果を⾒るためにデータセットにクラスタ番号列を追加します．
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学習結果の確認
各クラスタに割り当てられたデータ数と特徴の平均値を⾒てみます．
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学習結果の確認
更に各クラスタの特徴の平均値を棒グラフで可視化します．
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分析結果はJupyter Notebook内表⽰され，
グラフィカルなレポートを作成出来ます．
Notebookでデータ分析結果の共有し課題
解決に向けた提案の材料にしましょう．


